
 

 

２）ワークショップの実施 

（１）実施の目的 

「住民力の強化による安全安心なまちづくり」とは、多様なコミュニティが

連携した新たなコミュニティモデルの創出とその自発的な活動の総体が地域

づくりと一体となって持続的に活性化されていくものである。 
本ワークショップでは、新潟市におけるコミュニティの現状を把握し、安全

安心な暮らしの実現に向け、コミュニティ自らが課題解決していくための取組

みについて検討することを目的とする。 
 
（２）ワークショップの概要 

①実施地域 

実施地域は下図の３地域を予定する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 実施地域 

②実施時期及び実施場所 

実施時期及び実施場所は以下を予定する。 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 実施時期 実施場所 

第１回 12 月上旬（予定） ３地域の小学校、公民館等で個別に実施 

第２回 1 月中旬（予定） 市中心部の施設等にて、３地域の合同実施 

第３回 2 月中旬（予定） 市中心部の施設等にて、３地域の合同実施 

 

③実施対象者等 

実施対象者等は以下を予定している。 
・対 象 者：各地域の自治会長、地域活動代表等 

・人  数：各地区４０名程度 

・実施方法：複数テーブルに分かれたグループワーク 

・テーブルファシリテーター：コミュニティ活動のリーダー、防災士等 

 

①中央区(有明台小学校区)

③北区（松浜小学校区）

②江南区（亀田西小学校区）
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④実施内容 

ワークショップ３回の実施内容は以下を予定する。 
 

第１回ワークショップ

第２回ワークショップ

第３回ワークショップ

目的：わがまちの安全安心の点検
・安全安心の暮らしのための課題の認識
・コミュニティの活動等に関する課題の認識

目的：コミュニティ活性化方策の検討
・課題解決のための活動の検討
・地域団体の連携方策の提案

目的：行動計画の作成
・コミュニティによる具体的な行動計画の作成

　【３地域における取り組み】
①：中央区（有明台小学校区）
②：江南区（亀田西小学校区）
③：北 区（松浜小学校区）

各地域の小学校、公民館等において個別に実施

○ワークショップの概要説明
○住民力の強化による安全安心なまちづくりの必要性の説明
○情報提供

・各地区の災害リスク特性
・先進自治体における活動事例

○グループワーク
・安全安心な暮らしのための課題を抽出しよう

○発表

３地域の合同実施

○各地域における第１回ワークショップの概要説明・共有
○情報提供

・アンケート調査結果の概要
○グループワーク

・第一部 安全安心な暮らしに向けた地域の活動を企画しよう
・第二部 いろいろなグループ・団体の連携方策を考えよう

○発表

３地域の合同実施

○第２回ワークショップの概要説明
○グループワーク

・安全安心なまちづくり行動計画をつくろう
○発表・全体まとめ
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３）安全安心なまちづくりを推進するための方策およびモデルの検討 

ソーシャルマーケティング調査結果やワークショップ実施結果等を踏まえ、新潟

市の他、地域コミュニティ協議会代表や関係機関の参画のもと、安全安心なまちづ

くりを推進するための方策及びモデルの検討を行う。 
 
４）検討委員会の開催 

有識者による「犠牲者ゼロを目指した住民力の強化による安全安心なまちづくり

方策検討委員会」は下記の３回を予定する。 

第１回 （平成 20 年 11 月 7 日 会場は都市センターホテル内会議室） 

調査目的、方針の検討 

第２回 （平成 21 年 1 月中旬を予定 会場は東京都内） 

住民力の強化による安全安心なまちづくり新潟モデルの検討 

第３回 （平成 21 年 3 月 14 日 会場は新潟市内） 

調査報告骨子の検討、提言のとりまとめ 
 
５）フォーラムの開催 

①開催の目的 

調査成果の情報発信を目的としてフォーラムを開催する。 
 

②日時：平成２１年３月１５日（日）１３:３０～１６:００ 

 

③会場：「新潟市民プラザ（ホール）」（NEXT21 内６階） 

 
④フォーラムの概要（案）： 

＜構 成＞ 

 開会挨拶 

 基調講演（有識者等による住民力の強化による安全安心なまちづくり

をテーマとした講演） 

 調査の概要説明 

 パネルディスカッション（コーディネーターとパネリスト４～５名

程度によるディスカッション） 

 閉会挨拶 

 

-11-


